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A. 研究目的： 

我が国の慢性腎臓病（CKD）患者は 1300 万人

以上と推定され、ハイリスク群を形成している。

CKD の重症化予防の基本は生活習慣の適正化

と治療目標の遵守であるが、これらは腎臓専門

医だけでは対処が難しく、かかりつけ医との医

療連携、看護師・管理栄養士・薬剤師等との多

職種連携が必須となる。これまでの取り組みに

より、多職種連携に関する一定のエビデンスが

得られたが、一般外来診療における多施設研究

はなく、さらに、具体的にどのような患者に、

どのように介入するのが効果的かは明らかに 

 

なっていない。 

本研究の目的は、前班で得られた多職種連携

の実証研究を踏まえ、追加解析や教育資材の収

集・分析により、有効な教育プログラムを開発

し、最終的に多職種連携の戦略案を策定するこ

とである。本研究班は、進行中の厚生労働省研

究班（柏原・岡田班）や日本腎臓病協会、コメ

ディカルの関連 3団体、日本糖尿病学会とも連

携し、CKD対策に係る職種横断的なオールジャ

パン体制を構築する。 

 

研究要旨：本研究の目的は、前班で得られた多職種連携の実証研究を踏まえ、追加解析や教育資

材の収集・分析により、有効な教育プログラムを開発し、最終的に多職種連携の戦略案を策定す

ることである。今後のエビデンス実証研究の追加解析および追加研究および教育資材の収集・と

りまとめによって、効果的な介入方法が明らかになり、これらを基盤に標準的な教育プログラム

を作成することができれば、我が国のチーム医療の診療水準向上につながり、治療目標の達成率

の向上を通じて、最終的には CKD重症化予防と CKD 患者の QOL改善、医療費節減が図れると期待

される。 

我が国の慢性腎臓病（CKD）患者は約 1300 万人と推定され、ハイリスク群を形成している。

CKD の重症化予防の基本は生活習慣の適正化と治療目標の遵守であるが、これらは腎臓専門

医だけでは対処が難しく、かかりつけ医との医療連携、看護師・管理栄養士・薬剤師等との多

職種連携が必須となる。これまでの取り組みにより、多職種連携に関する一定のエビデンスが

得られたが、どのような患者に、具体的にどのように介入するのが効果的かは明らかになって

いない。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 

B. 研究方法： 

本研究では、以下の研究計画・方法にしたが

って、多職種介入研究の追加解析を行いつつ、

必要に応じて追加研究実施し、効果的な介入方

法を探る。また、多職種研究に参加した施設を

中心に得られた教育資材を分析することを通じ

て、効果的な多職種による教育方法が何かを検

討し、最終的に、標準的な教育プログラムを開

発する。同時にこれを普及する基盤作りも進め、

マニュアルへの反映や課題解決への提言を行っ

てゆく。 

 

1) 多職種連携のエビデンス構築の継続（阿部、

岡田、内田、石川、竹内）： 

多職種連携による生活指導・食事指導等が

CKD の予防・重症化予防に有効かどうかを検

証するための実証研究の成果（R2～R4年度多

職種研究班）を踏まえ、追加解析を行う。ど

のようなアプローチがどのアウトカムに有効

か、どの職種あるいはどの患者群に有効かも

検討する。医療経済的な有効性についても検

討する。必要に応じて統計専門家にも加わっ

ていただく。 

2) 多職種による教育プログラムの開発と普及

（阿部、岡田、猪阪、金崎、内田、石川、竹

内）： 

多職種介入の方法・資材は施設により様々

であるため、R2～R4年度の実証研究の実施施

設を中心に、介入方法・資材の収集を進め

る。これらのうち、とくに有効な成果の得ら

れた介入方法の分析により、効果的な教育プ

ログラムを検討、作成し、標準化プログラム

を開発する。完成後はこれらの普及を図るた

め、HPによる公表、マニュアルや戦略案等へ

の反映を検討、実施する。 

3) マニュアル作成と有効活用の推進（岡田、柏

原、金崎、内田、石川、竹内）：  

前研究班で作成した CKD多職種連携マニュ

アルの有効活用、普及に努める。また、「腎

臓病療養指導士のための CKD指導ガイドブッ

ク」の改訂に際して、本研究班の CKD多職種

連携マニュアルや標準化教育プログラムを反

映できるよう、連携して検討を進める。 

4) ホームページ等による成果の公表（金崎、柏

原、岡田、要）： 

研究班のホームページを充実させる。本研

究班の取り組みから得られた成果やコンテン

ツを HP等で公表することにより、全国的な

周知と普及を目指す。 

 

 

5) 課題解決のための戦略案策定（要、柏原、岡

田、猪阪、阿部、金崎、内田、石川、竹

内）： 

得られた成果をもとに課題解決へ向けた戦

略案を策定し、具体的な成果目標を示す。こ

れらを提言として公表する。 

 

(倫理面への配慮) 

各臨床研究は、実施施設の倫理委員会の承認の

もとに進め、個人情報にも十分な配慮のもとに

進めている。 

 

C. 研究結果： 

前研究班の実証研究の中心メンバーからな

るワーキンググループを組織した。WEB 会議に

て、前班で得られた多職種連携の実証研究を踏

まえた実証研究の追加解析・二次調査案の策定

を開始した。 

（ワーキンググループメンバー） 

・要 伸也、阿部雅紀 

・櫻田 勉、今村吉彦、八田 告（研究協力者） 
 
 

1) 多職種連携のエビデンス構築の継続 

① ワーキンググループで提案された追加解

析案は以下の通りである。 

✓ 介入効果は何によるか？ 服薬アドヒ

アランスの改善、投与薬剤の違い、減

塩効果(食事療法)、通院頻度、ドロッ

プアウト率、などが候補となる。これ

らのうち、追加解析なものは検討を行

い、新たなデータ収集が必要なものは

追加研究を立案する。 

✓ 施設ごとの介入効果の違いと関連する

因子はないか？とくに効果の大きなモ

デル施設と小さな施設が何かを明らか

にする。 

✓ 効果はどこまで持続するかを明らかに

するために追跡調査を行う。 

✓ 介入前の状況（腎臓専門医単独の診療、

非専門医で院内からの紹介、非専門医

でかかりつけ医からの紹介、のどれか） 

✓ 入院介入であれば外来でのチーム医療

実施状況を調査する。 

 

今後は、これらのうち、ワーキングループ

で継続検討し、実際に測定可能かつ重要な

項目案を選択後、24施設との合同会議を開

催のうえ追加解析、追加研究案を確定する

方針である。 

 

② 同時に、最適な教育プログラムの作成に必

要な介入方法や教育資材の収集を行った



 

（資料 1）。今後は、これらから推奨される 

教育プログラムの素案を作成しつつ、①

の結果を踏まえてプログラムの改良を行っ

てゆく。 
 

2) 多職種による教育プログラムの開発と普

及：実証研究の参加施設から介入方法と

教育資材を収集する。その後、1) の分析

結果も踏まえ、多職種による効果的な標

準教育プログラムを開発する。 

3) マニュアル作成と有効活用の推進：2) で

作成した教育プログラムを普及させる。

前研究班で作成した「CKDケアのための多

職種連携マニュアル」などにもこれを反

映させるようにする。 

4) ホームページ等による成果の公表：得ら

れた成果・コンテンツを HP等で公表する

ことにより、全国的な周知と普及を目指

す。 

5) 課題解決のための戦略案策定；以上 1)～

4)をもとに課題解決へ向けた戦略案を策

定する。 

 

D. 考察 

本研究班の取り組みにより、CKD患者に特

有の健康課題に適合した多職種連携による生

活・食事指導等のエビデンスが強化され、多

職種による療養指導方法の標準化を図ること

ができると期待される。すなわち、前研究班

で実施した多職種連携実証研究の追加解析、

および多職種による療養指導の実施プロトコ

ールや教育資材の収集により、多職種連携の

効果的な介入方法が具体的に明らかになり、

教育プログラムの開発と標準化が可能になる

と考えられる。 

さらに、これらの標準化教育プログラムを

ホームページやガイドブック等に反映させ、

さらに、連携する厚生労働省研究班（柏原・

岡田班）や日本腎臓病協会/腎臓病療養指導

士委員会とも共有、発信することによって、

効果的な多職種チーム医療の全国的な普及と

チーム力の向上が進み、ひいてはCKD患者の

生活習慣改善やセルフマネジメント力向上に

繋げることができると期待される。また、多

職種連携の実態把握によって地域差が明らか

になれば、地域ごとに重点的な支援を行うこ

とによって、多職種教育プログラムの全国普

及と均霑化が図られると期待される。 

 

E. 結論 

今後のエビデンス実証研究の追加解析およ

び追加研究および教育資材の収集・とりまとめ

によって、効果的な介入方法が明らかになり、

これらを基盤に標準的な教育プログラムを作

成することができれば、我が国のチーム医療の

診療水準向上につながり、治療目標の達成率の

向上を通じて、最終的には CKD 重症化予防と

CKD患者の QOL改善、医療費節減が図れると期

待される。 
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代謝制御の破綻を標的とした治療戦略 第 3
4回日本糖尿病性腎症研究会 東京・オン
デマンド 2023/12/2-3 2023/12/2 

30) レクチャー 糖尿病療養指導に必要な知識8 L
3-8:透析予防外来における療法指導 第 5
8回糖尿病学の進歩 京都 2024/2/16-
17 2024/2/16 

31) イブニングセミナ－2「糖尿病性腎症の診療up
 date 2023」 第38回日本糖尿病合併症学
会, 岡山、2023/10/20-21 2023/10/20 

32) シンポジウム6「糖尿病性腎症における代謝異



 

常と線維化クロスト－クの役割」 第38回日本
糖尿病合併症学会 岡山 2023/10/20-21 2 0 2
3/10/21 

33) ランチョンセミナ－2「腎障害を合併した糖尿
病症例の診療2024～finerenoneへの期待～
 第51回日本膵・膵島移植学会学術集会 広
島 2024/2/23-24 2024/2/24 

 
◎分担研究者：内田明子 
34) 成田CKDセミナー・腎臓病療養指導士による効

果的な多職種連携 
35) 第１６回千葉県糖尿病対策推進会議夏季学術

講演会・腎代替療法選択支援における腎臓病療
養指導士の役割 

36) 第４回右京医師会CKD地域連携の会・超高齢者
における腎代替療法の選択支援～透析導入／
非導入～ 

 
◎分担者氏名：石川祐一 
37) 第66回日本腎臓学会シンポジウム：「CKD診療

における行動医学的アプローチ」行動変容を導
くアプローチの実践（管理栄養士の立場から）
2023.6.9  

38) 第14回日本腎臓リハビリテーション学会ジョ
イントシンポジウム「透析患者が運動する活力
を保つための臨床栄養学の貢献」2024.3.17 

 
◎分担研究者：竹内裕紀 
39) CKD診療ガイドライン改訂特別企画講演会：CK

D診療ガイドライン2023から考える腎機能別薬
剤投与量設定に用いる腎機能推算式. 2023.08.
24. 関西腎と薬剤研究会 

40) ＣＫＤ患者に対して薬局薬剤師が出来ること」
現場で役立つ薬物体内動態の知識 ～薬剤師な
ら使いこなそう～ 2023.09.17 第 56 回日本
薬剤師会学術大会 

41) CKDの薬学的管理における薬剤師の役割と多職
種連携. 2023.10.14 第16回日本CKDチーム医
療研究会 

42) 竹内 裕紀，岩本整.シンポジウム.各臓器マー
ジナルドナーにおけるTDMを含めた初期免疫抑
制療法免疫抑制薬併用療法の変遷とPK/PD解析
による免疫抑制効果の評価 ～腎移植を例に～.
 2023.10.20 第49回日本臓器保存生物医学会 

43) 田中祥子，池谷健一,下平智秀,竹内裕紀，平野
俊彦，白井小百合，高坂聡，吉川憲子，中林巌，
吉田雅治，尾田貴志，恩田健二，杉山健太郎，
鈴木賢一. 微小変化型ネフローゼ症候群患者
における免疫抑制薬感受性と脂質異常との関
連. 2023.10.20 第49回日本臓器保存生物医学
会 

44) 本学会の取り組み紹介およびCKD診療ガイドラ

イン2023の腎機能別薬剤投与量設定に用いる
腎機能推算式の要点. 2023.10.28 第17回日本
腎臓病薬物療法学会学術集会. 

45) シンポジウム:腎代替療法専門指導士における
薬剤師の役割.腎移植における薬剤師の役割. 
2023.10.28 第17回日本腎臓病薬物療法学会学
術集会. 

46) シンポジウム：腎移植後患者の服薬指導に必要
なknow-how. 腎移植の免疫抑制療法-拒絶反応、
感染症、副作用を最小化する最適な免疫抑制療
法をめざして-. 2023.10.29 第17回日本腎臓
病薬物療法学会学術集会. 

47) シンポジウム：CKD診療ガイドライン2023から
学ぶ 腎臓病薬物療法腎機能別薬物投与量設定
に用いる腎機能推算式の考え方. 2023.11.03 
第33回日本医療薬学会年会 

48) 竹内 裕紀. メディカルセミナー. シクロスポ
リンマイクロエマルジョン製剤におけるTDMの
特性. 2023.11.04 第33回日本医療薬学会年会 

 
 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
 1. 特許取得 
 該当なし 
 
 2. 実用新案登録 
 該当なし 
 
 3.その他 
＜政策提言＞ 
◎分担研究者：内田明子 
1) 日本医療政策機構（HGPI）腎疾患対策推進プロ

ジェクト2023「患者・市民・地域が参画し、協
働する腎疾患対策に向けて」アドバイザリーボ
ードメンバー 
 

◎分担者氏名：石川祐一 
2) 日本医療政策機構腎疾患対策推進プロジェク

ト「腎疾患対策推進プロジェクト」アドバイザ
リーボードメンバー 「腎疾患対策推進プロジ
ェクト 2023「患者・市民・地域が参画し、協
働する腎疾患対策に向けて」政策提言・地方自
治体における慢性腎臓病（CKD）対策好事例集 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


